
◯ 
萩
谷
家
・
前


　
　
荻
田
将
吾
（
１
３
）
、
中
学
校
の
カ
バ
ン
を
持


　
　
っ
て
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
押
す
。
イ
ン
タ
ー
ホ
ン


　
　
は
数
回
の
呼
び
出
し
音
を
鳴
ら
し
、
金
山
美
子


　
　
（
３
６
）
、
出
て
き
て
、


美
子
「
将
吾
く
ん
お
は
よ
う
」


将
吾
「
（
少
し
驚
い
て
）
あ
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま


　
　
す
」


美
子
「
信
希
、
さ
っ
き
起
き
た
と
こ
ろ
な
の
。
す
ぐ


　
　
に
準
備
し
て
行
か
せ
る
か
ら
、
今
日
は
先
に
行


　
　
っ
て
て
も
ら
え
る
？
」


将
吾
「
は
い
」


美
子
「
ほ
ん
と
ご
め
ん
ね
ぇ
」


　
　
将
吾
、
少
し
会
釈
し
て
歩
い
て
い
く
。
良
美
、


　
　
家
に
戻
っ
て
行
く
。


◯ 

通
学
路


　
　
将
吾
、
一
人
で
歩
い
て
い
る
。
背
後
か
ら
、
歩


　
　
美
（
１
３
）
、
鈴
（
１
３
）
、
辻
杏
奈
（
１
３
）


　
　
の
手
を
引
っ
張
り
な
が
ら
走
っ
て
来
る
。


歩
美
「
早
く
行
く
よ
」


鈴
　
「
今
日
渡
す
っ
て
決
め
た
ん
で
し
ょ
？
」


　
　
杏
奈
、
屁
っ
放
り
腰
に
な
り
な
が
ら
も
歩
美
と


　
　
鈴
に
両
手
を
引
っ
張
ら
れ
て
、


杏
奈
「
や
っ
ぱ
り
辞
め
る
！
」


歩
美
「
ダ
メ
！
　
行
く
よ
」


　
　
歩
夢
と
鈴
、
半
ば
強
引
に
杏
奈
を
連
れ
て
歩
い


　
　
て
行
く
。
将
吾
、
立
ち
止
ま
っ
て
杏
奈
を
見
て


　
　
い
る
。
将
吾
の
顔
、
少
し
嬉
し
そ
う
。


◯ 

□
□
中
学
校
・
校
門


　
　
将
吾
、
門
の
前
に
立
っ
て
い
る
先
生
に
会
釈
し


　
　
て
、
一
人
で
歩
い
て
来
る
。
陸
上
の
格
好
で
前
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方
か
ら
走
っ
て
く
る
寛
也
（
１
３
）
、
将
吾
に


　
　
気
づ
い
て
、


寛
也
「
お
う
、
将
吾
」


将
吾
「
お
は
よ
う
」


寛
也
「
あ
れ
、
信
希
は
？
」


将
吾
「
寝
坊
だ
っ
て
。
ま
ぁ
、
遅
刻
は
し
な
い
と
思


　
　
う
」


寛
也
「
そ
う
か
。
じ
ゃ
あ
、
ま
た
後
で
」


将
吾
「
お
う
」


　
　
寛
也
、
走
っ
て
校
門
を
出
て
、
外
周
を
走
っ


　
　
て
行
く
。
将
吾
、
下
駄
箱
に
近
づ
い
て
い
く


　
　
と
、
杏
奈
た
ち
の
声
が
か
す
か
に
聞
こ
え
る
。


◯ 

同
・
下
駄
箱


　
　
将
吾
、
近
づ
い
て
く
る
と
、
男
子
の
下
駄
箱
の


　
　
前
で
杏
奈
、
歩
美
、
鈴
、
集
ま
っ
て
話
し
て
い


　
　
る
。
歩
美
、
将
吾
に
気
付
い
て
、


歩
美
「
や
ば
い
、
誰
か
来
た
」


　
　
杏
奈
、
焦
っ
て
将
吾
の
靴
箱
に
何
か
を
入
れ
る
。


鈴
　
「
早
く
行
く
よ
」


　
　
杏
奈
、
歩
美
、
鈴
、
一
緒
に
は
し
ゃ
ぎ
な
が
ら


　
　
走
っ
て
行
く
。
将
吾
、
３
人
が
走
っ
て
行
く
の


　
　
を
見
届
け
、
ゆ
っ
く
り
と
自
分
の
靴
箱
に
近
づ


　
　
い
て
い
く
。
将
吾
、
ゆ
っ
く
り
と
自
分
の
靴
箱


　
　
を
覗
く
と
、
ピ
ン
ク
色
の
か
わ
い
ら
し
い
封
筒


　
　
が
入
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
将
吾
、
周
り
に


　
　
誰
も
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
手
紙
を
手
に
取


　
　
り
、
し
ゃ
が
む
。
将
吾
、
封
筒
を
見
る
と
『
辻


　
　
杏
奈
よ
り
』
と
書
か
れ
て
い
る
。
将
吾
、
と
て


　
　
も
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
見
せ
る
と
、
近
く
の
靴


　
　
箱
に
２
人
の
女
子
生
徒
が
来
る
音
が
す
る
。
将


　
　
吾
、
急
い
で
立
ち
上
が
っ
て
封
筒
を
自
分
の
背


　
　
後
に
隠
し
、
地
面
に
落
ち
た
何
か
を
探
す
ふ
り
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を
す
る
。
２
人
の
女
子
生
徒
、
将
吾
に
は
気
を


　
　
止
め
こ
と
無
く
、
歩
い
て
行
く
。
将
吾
、
２
人


　
　
が
歩
い
て
行
く
の
を
見
届
け
、
再
び
封
筒
を
見


　
　
る
。
そ
こ
に
は
や
は
り
、
『
辻
杏
奈
よ
り
』
と


　
　
書
か
れ
て
い
る
。
将
吾
、
口
角
が
上
が
っ
た
状


　
　
態
で
封
筒
の
表
面
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
『
萩


　
　
谷
信
希
く
ん
へ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
将
吾
、


　
　
少
し
フ
リ
ー
ズ
し
て
、
封
筒
の
表
と
裏
を
数
回


　
　
確
認
す
る
。
将
吾
、
自
分
の
靴
箱
を
確
認
す
る


　
　
と
、
将
吾
の
靴
箱
の
下
に
は
信
希
の
靴
箱
が
あ


　
　
る
。
将
吾
、
複
雑
な
顔
で
封
筒
を
持
っ
た
ま
ま
、


　
　
周
り
に
人
が
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
封
筒
を


　
　
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る
。
将
吾
、
急
い
で
靴
を
履


　
　
き
替
え
、
小
走
り
で
教
室
に
向
か
う
。


◯ 

同
・
１
年
３
組
教
室


　
　
教
室
の
中
央
で
は
、
杏
奈
、
歩
美
、
鈴
、
近
く


　
　
に
集
ま
っ
て
コ
ソ
コ
ソ
と
話
し
て
い
る
。
窓
際


　
　
の
席
の
将
吾
、
ぼ
ー
っ
と
外
を
見
て
い
る
。
す


　
　
る
と
信
希
、
走
っ
て
教
室
に
入
っ
て
来
る
。


信
希
「
セ
ー
フ
」


　
　
杏
奈
、
教
室
に
入
っ
て
来
た
信
希
に
気
づ
い
て
、


　
　
顔
を
赤
ら
め
て
走
っ
て
教
室
か
ら
出
て
い
く
。


歩
美
「
ち
ょ
っ
と
杏
奈
」


　
　
歩
美
と
鈴
、
杏
奈
を
追
い
か
け
る
。
信
希
、
走


　
　
っ
て
教
室
を
出
て
い
く
３
人
を
一
瞥
し
て
、
将


　
　
吾
の
と
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
来
る
。


信
希
「
何
だ
あ
い
つ
ら
？
」


　
　
将
吾
、
信
希
に
気
づ
い
て
３
人
が
走
っ
て
行
っ


　
　
た
方
を
見
て
、


将
吾
「
さ
ぁ
？
　
な
ん
だ
ろ
う
」


信
希
「
ま
ぁ
い
い
か
」


　
　
信
希
、
将
吾
の
横
の
自
分
の
席
に
机
に
荷
物
を
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置
き
、


信
希
「
疲
れ
た
よ
。
目
覚
ま
し
は
鳴
ら
な
い
し
、
母


　
　
さ
ん
も
起
こ
し
て
く
れ
な
い
し
」


将
吾
「
（
遠
い
目
を
し
て
）
そ
う
か…

」


信
希
「
ど
う
し
た
？
　
元
気
な
い
？
」


将
吾
「
そ
ん
な
事
な
い
よ
」


信
希
「
そ
う
か
？
」


　
　
信
希
、
自
分
の
席
に
座
る
が
、
椅
子
に
違
和
感


　
　
を
感
じ
て
立
ち
上
が
る
。
信
希
、
自
分
の
椅
子


　
　
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
ピ
ン
ク
色
の
か
わ
い
ら


　
　
し
い
封
筒
が
あ
る
。


信
希
「
な
ん
だ
こ
れ
」


　
　
信
希
、
封
筒
を
手
に
取
っ
て
、
椅
子
に
座
る
。


　
　
封
筒
の
表
に
は
『
萩
谷
信
希
く
ん
へ
』
、
裏
に


　
　
は
『
辻
杏
奈
よ
り
』
と
書
か
れ
て
い
る
。


信
希
「
辻
？
」


　
　
信
希
、
廊
下
の
方
を
見
る
と
、
遠
目
で
杏
奈
、


　
　
歩
美
、
鈴
、
信
希
を
見
て
い
る
。
杏
奈
、
信
希


　
　
に
見
ら
れ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
走
っ
て
逃
げ
て


　
　
い
く
。
信
希
、
嬉
し
そ
う
に
将
吾
に
封
筒
を
見


　
　
せ
て
、


信
希
「
見
て
こ
れ
。
誰
か
ら
だ
と
思
う
？
」


　
　
信
希
、
少
し
首
を
傾
げ
て
、


将
吾
「
さ
ぁ
、
誰
か
ら
？
」


　
　
信
希
、
将
吾
に
封
筒
の
宛
名
を
見
せ
て
、


信
希
「
辻
か
ら
だ
」


　
　
少
し
間
が
空
き
、


将
吾
「
そ
う
か…

良
か
っ
た
な
」


　
　
将
吾
、
小
走
り
で
教
室
を
出
て
行
く
。


信
希
「
将
吾
」


　
　
将
吾
、
そ
の
ま
ま
走
っ
て
行
く
。
信
希
、
首


　
　
を
傾
げ
、
嬉
し
そ
う
に
封
筒
を
開
け
る
。
　

/ ページ4 4


